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特定領域「フレーバー物理の新展
開」

研究会２００７
ー閉会にあたってー

中家 剛（京都）

2007年3月17日（土）

＠関西セミナーハウス



2

１．参加者情報

参加者
– 予定：48名
– 実際：4７名 ｛－4名（キャンセル）＋3名（飛び入り）｝

• １５（学生）

• ５（研究員）

• ２７（スタッフ）

講演数
– ２２（内２は開会と閉会の挨拶）

• ２（大学院生）

• ５（研究員）

• １３（スタッフ）

–
• ３（理論）

• １７（実験）
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• 今年度は「フレーバー物理」特定領域の初年度
• 来年度からはもっと多くの成果報告が期待される。
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「フレーバー物理研究会」今後の開催予定
２００６年～２０１１年：６年計画

２００６年度： 京大 （Ａ０４班：西川）

２００７年度： 東北大（Ａ０６班：日笠）

２００８年度： 名古屋大（Ａ０２班：大島）

２００９年度： 筑波大 （Ａ０３班：金）

２０１０年度： 名古屋大（Ａ０５班：丹羽）

２０１１年度： 大阪大 （Ａ０１班：山中）

– 今後、もっと若手、公募研究の発表が期待される。
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「フレーバー物理」総括班の活動
総括班メンバー
– 山中（A01）、大島（A02）、金（A03）、西川（A04）、丹羽
（A05）、日笠（A06）、中家（A04）

活動

– 研究会の開催。

– 領域を活性化させるための活動
• 分野横断的な研究会開催に対する補助（PD07、…）

• 若手の研究者の（国際会議等での）成果発表に対する補助。（2006
年度はJPS/DPFミーテングの発表に対する補助をしました。）

– 活動に対するプロポーザルも受け付けます。

➪総括班メンバーにコンタクトを取って下さい。
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最後に

皆さん、参加、発表ありがとうございました。

研究会開催のサポートをして頂いた方々
– 阪大山中研秘書： 川口さん

– 京大物2実験秘書： 中尾さん

– 京大大学院生： 久保田、松岡、川向、五味、
久保、塩見

来年度は「東北」でお会いしましょう！


